
質問回答

平成 25 年 12 月 2 日

「バングラデシュ国ダッカ都市交通戦略計画改訂プロジェクト」

（公告日：平成 25 年 11 月 6 日）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

指示書

第２ ５．（８）

センサス

2011 年に バ ング ラデ ィ シ ュで 実 施さ れ たセ ン サス と は

Population Census のことでしょうか。

その通りです。

第２ ５．（１０）

未登録居住者

未登録居住者は DMA 人口の多くを占める母体とありますが、

どの程度の構成比とイメージしたらよろしいでしょうか。

地域ごとに異なりますが、平均的には 10%程度と

も言われていますが、明確ではありません。つい

てはより正確に流動を把握する方法を提案してく

ださい。

第２ ５．（１１）

携帯電話①情報

データ

携帯電話位置情報データはどのくらいの期間のデータが貸与

される想定でしょうか。1 年間のレベルでしょうかあるいは 1 カ

月程度のレベルでしょうか。

最近の約半年間になります。ただし、選挙期間に

よる特殊要因が考えられるので活用に際しては

検証してください、なお、データの取扱いは東京

大学空間情報科学研究センターに相談願いま

す。

第２ ６．（４）

需要予測ソフト

需要予測のソフトは JICA STRADA 指定でしょうか。 その通りです。

第３ ３．

便宜供与

  R/D においてオフィススペースの便宜供与について明記され

ていません。オフィススペースは貸与されますでしょうか。

貸与される場合、場所、スペースの広さ、オフィス家具、機器

の貸与の有無など具体的にご教示ください。

貸与されない場合は、見積に費用を計上することになろうと思

DTCA とは団員数に必要なオフィススペースは貸

与されることで合意しています。場所は DTCA の

付近を想定していますが、具体的には決定してい

ません。オフィス家具、器具は備え付けがありま

せんが、これらはその他原価で充当願います。



いますが、本見積、別途見積のどちらに計上すべきかご指示くだ

さい。

第３ ６．

情報の使用

DHUTS で整理されている社会経済状況、道路インベントリー

調査結果等の GIS データ、パーソントリップ調査のローデータ

（エクセル等）、交通量調査のローデータ（エクセル等）、需要予

測のネットワークデータは本調査で使用することはできます

か。

使用できます。

予備調査報告書

内

２．（６）

予備調査報告書内で「DTCA より、ビデオを使った交通量調査（ビ

デオを見ながら室内でカウンター計測）もあるので使えるのではと

提案。」とありますが、DTCA の監視カメラの映像があるので利用

できるということでしょうか。

 カメラの設置地点をご教示ください。

 映像データは DTCA から録画をコピーして外部に持ち出せる状況

でしょうか。あるいは DTCA の事務所でリアルタイムに映像を見な

がらカウントするというイメージでしょうか。

DTCA からは、調査員がマニュアルでカウントす

る代わりに、ビデオ画像を使用する方法もあるの

では？と提案されました。マニュアルかビデオを

使用するかはご提案ください。

なお、DTCA が所有する監視カメラのことではあ

りません。

第２ ５．（６）

ＳＣの開催

「JICA が実施している調査団同士の必要な資料や情報の共有化

や SC の共同開催の検討などを行うこと。」とありますが、先行して

いる調査/プロジェクト内ですでに SC の開催が確定している情報

（開催時期等）がありましたらご提供願います。

現時点では 12 月～1 月は選挙期間であり、開催

のめどが立たないため、少なくとも現時点では決

まっておりません。

その他 バングラデシュでは 2013 年末から 2014 年初頭に総選挙が実施さ

れる予定のようですが、本調査の開始に影響はありませんでしょ

うか。

現地入りの時期については、1 月末の選挙結果

を踏まえて判断することが妥当と考えています。



第 2 6. 業 務 内

容」（3）交通量調

査の実施（現地再

委託可）

6）都市交通データベースの整理（現地再委託可）とあるが、第 3
6.現地再委託・国内再委託に記載がないため、実施目的、地

域、項目等詳細が不明である。

今回の各種調査結果について、データベースとし

てとりまとめるものです。

以上


